
  
 
  

   
 

    
 

    
 

    
 

    
 

    
 

広告

国土強靱化シンポジウム in 熊本
近年、激甚化・頻発する大規模な自然災害から生命と財産を守る「国土強靱化」をテーマに、

令和 5年1月30日（月）、ホテル熊本テルサでシンポジウムが開かれました。
有識者らが自助、共助、公助の多面的な視点から、私たちの生命と財産を守るために、
被害を最小限に食い止めるためのハード整備や災害リスクコミュニケーション、

平時からの社会づくりなど、災害に強い地域づくり・ひとづくりに向けて議論を深めました。

開
会
挨
拶

星野 剛士
国土強靱化担当副大臣

　

気
候
変
動
に
よ
り
災
害
が
年
々
、
激
甚

化
し
、
昨
年
も
地
震
や
台
風
、
大
雪
や
大

雨
に
よ
る
被
害
が
全
国
で
相
次
ぎ
ま
し

た
。
国
土
強
靱
化
は
災
害
に
強
い
国
づ
く

り
・
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
り
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
国
、
地
方
、
企
業
、

国
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
加
速

化
、
深
化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
災
害
に
強
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
上
で
、
自
分
に

何
が
で
き
、
何
を
な
す
べ
き
か
を
、
ご
参

加
の
皆
様
一
人
一
人
に
改
め
て
考
え
て
い

た
だ
く
機
会
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。蒲島 郁夫

熊本県知事

　

熊
本
県
で
は
平
成
28 
年
熊
本
地
震
、
令

和
2
年
7
月
豪
雨
の
経
験
・
教
訓
を
踏
ま

え
て
、
県
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
を
令
和

３
年
12 
月
に
改
定
し
、
総
合
的
な
防
災
体

制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ハ
ー

ド
面
で
は
流
域
治
水
の
推
進
、
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

対
策
な
ど
を
推
進
し
、
ソ
フ
ト
面
で
は
マ

イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
普
及
を
通
し
た
防
災

意
識
の
醸
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
本
日
の
内
容
を
ぜ
ひ
地
域
の
皆
様
と

も
共
有
し
、
防
災
意
識
を
高
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

基
調
講
演

国
土
強
靱
化
と
は
〜
10 
年
の
歩
み
と
こ
れ
か
ら
〜

村山 一弥
内閣官房 国土強靱化推進室 次長

　
日
本
の
防
災
・
減
災
対
策
は
、
過
去

の
大
災
害
の
経
験
を
経
て
、
防
災
か
ら

減
災
、
そ
し
て
国
土
強
靱
化
へ
と
深
化

し
て
き
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
を
踏
ま
え
、
平
成
25 
年
に
国
土
強
靱

化
基
本
法
が
議
員
立
法
で
成
立
し
、
翌

年
、
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
国
土
強
靱
化
は
、
大
規
模

災
害
が
発
生
し
て
も
、
経
済
社
会
シ
ス

テ
ム
が
機
能
不
全
に
陥
ら
な
い
よ
う
、

平
時
か
ら
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
取
り
組

み
を
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
て
進
め
る

「
国
家
百
年
の
大
計
」
で
あ
り
、
国
土

政
策
・
産
業
政
策
も
含
め
た
総
合
的
な

取
り
組
み
で
す
。

　
近
年
の
水
害
事
例
か
ら
は
、
事
前
に

防
災
対
策
を
し
た
場
合
、
そ
の
費
用
は

実
際
の
被
害
額
と
復
旧
費
の
合
計
額
の

事前の防災対策に大きな効果

20 
％
弱
と
の
試
算
が
出
て
い
ま
す
。
気

象
災
害
の
激
甚
化
、頻
発
化
に
加
え
て
、

南
海
ト
ラ
フ
な
ど
の
大
規
模
地
震
が
切

迫
す
る
な
か
、
国
民
の
生
命
・
財
産
を

守
る
た
め
、
事
前
防
災
対
策
の
加
速
化

が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
30 
年
度
か
ら
の

「
3
か
年
緊
急
対
策
」
実
施
後
、
令
和

3
年
度
か
ら
、 
1
2
3
の
重
点
対
策
を

行
う
「
５
か
年
加
速
化
対
策
」
を
進
め

て
お
り
、
実
際
の
災
害
被
害
軽
減
の
効

果
も
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。
河
道
掘
削

や
堤
防
整
備
な
ど
の
事
前
対
策
が
行
わ

れ
た
宮
崎
県
の
五
ヶ
瀬
川
流
域
で
は
、

昨
年
の
台
風
14 
号
の
際
、
平
成
17 
年
の

台
風
時
と
同
程
度
の
降
雨
量
で
、
浸
水

戸
数
は 
1
1
7
6
戸
か
ら
49 
戸
へ

約
96 
％
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
令
和 
5
年
度
は
国
土
強
靱
化
基
本

計
画
の
見
直
し
年
に
あ
た
り
ま
す
。

よ
り
実
効
性
の
高
い
国
土
強
靱
化
を

実
現
す
る
た
め
、
社
会
情
勢
の
変
化

や
近
年
の
災
害
で
得
た
知
見
を
計
画

に
反
映
す
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県

や
市
町
村
、
民
間
と
の
連
携
を
一
層

密
に
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

個
別
講
演

熊
本
県
の
災
害
対
応
に
つ
い
て

〜
平
成
28 
年
熊
本
地
震
・
令
和
2
年
7
月
豪
雨
〜

岡村 郷司
熊本県知事公室 危機管理監

　
熊
本
県
の
災
害
対
応
は
、
平
成 

7
月
の
熊
本
広
域
大
水
害
、
平
成
28 24 
年年

熊
本
地
震
、
令
和 
2
年
7
月
豪
雨
の

３
つ
の
大
災
害
で
の
経
験
・
教
訓
が
今

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
災
害
時
の
初

動
に
お
い
て
、ま
ず
優
先
す
る
の
は「
人

命
救
助
」「
壊
滅
的
被
害
の
回
避
」「
２

次
災
害
の
防
止
」
で
す
。
そ
し
て
、「
初

動
は
迅
速
に
」「
関
係
機
関
と
の
顔
の

見
え
る
関
係
」「
ニ
ー
ズ
を
先
読
み
し

た
素
早
い
対
応
・
先
行
き
の
展
望
」
が

大
事
で
す
。

　
初
動
対
応
と
は
、①
初
動
体
制
の
確

立
（
危
機
発
生
の
覚
知
、
職
員
参
集
、

本
部
設
置
）、②
情
報
収
集
（
被
害
状

況
把
握
、
通
信
の
確
認
）、③
関
係
機

関
と
の
連
絡
調
整
（
自
衛
隊
、
消
防
、

警
察
、
市
町
村
、
国
な
ど
）、④
救
助

対
応
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
被
災
者

の
生
活
支
援
な
ど
の
応
急
対
応
や
、

自
助
・
共
助
に
よ
る
対
応
も
大
き
な

役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
熊
本
地
震
、
令
和
２
年

豪
雨
災
害
の
初
動
・
応
急
対
応
に
つ

経験・教訓を災害対応力強化へ
「
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の
普
及
や
、

い
て
検
証
や
振
り
返
り
を
行
い
、公
表

し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
発
災
直
後
か
ら
政
府
現
地

対
策
本
部
と
の
連
携
や
物
資
の
プ
ッ

シ
ュ
型
支
援
に
よ
る
早
期
の
充
足
、
被

害
の
大
き
か
っ
た
市
町
村
を
支
援
す
る

職
員
の
派
遣
や
、
令
和 
2
年
の
豪
雨
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
な
ど
も

行
い
ま
し
た
。
他
方
、
受
援
側
の
体
制

が
未
整
備
だ
っ
た
り
、
通
信
の
途
絶
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
や
消
防
団

に
よ
る
救
助
活
動
な
ど
、
自
助
・
共
助

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
地
域
が
あ
っ

た
一
方
、
個
人
の
備
え
な
ど
が
不
十
分

だ
っ
た
り
、
平
時
の
訓
練
や
リ
ー
ダ
ー

不
足
で
十
分
に
活
動
が
で
き
な
か
っ
た

地
域
も
あ
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
県
で
は
、
予
測
力
、
予
防
力
、

対
応
力
を
身
に
着
け
、
想
定
外
を
少
な

く
す
る
た
め
、
様
々
な
災
害
対
応
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
助
・

共
助
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
と
し
て
、

県
登
録
の
防
災
士
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派

遣
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
春
、
新
防
災
セ
ン
タ
ー

が
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。
セ
ン
タ
ー
に

は
展
示
・
学
習
室
を
設
置
す
る
計
画
で
、

専
用
サ
イ
ト
で
公
開
中
の
災
害
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
合
わ
せ
、
災
害
の
経

験
、
教
訓
を
つ
な
ぎ
、
今
後
の
災
害
対

応
に
生
か
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
て

〜
多
様
性
を
尊
重
し
、

　
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
〜

住民主体に、ステークホルダーと強固に連携

毛
利　

真
に
災
害
に
強
い
地
域
を
つ

く
る
上
で
、
今
後
ど
ん
な
心
構
え
や

取
り
組
み
が
行
政
、
企
業
、
個
人
と

し
て
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
か
議
論

を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、

熊
本
地
震
を
経
験
さ
れ
た
大
西
さ
ん
、

久
我
さ
ん
、
片
岡
さ
ん
か
ら
ご
発
言

く
だ
さ
い
。

大
西　

熊
本
地
震
で
は
、
避
難
者
数

が
想
定
の 
3
倍
の
11 
万
人
に
上
り
大

混
乱
を
来
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
の

救
援
物
資
も
避
難
所
へ
配
送
で
き
ず
、

公
助
の
限
界
を
痛
感
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
教
訓
に
、
校
区
防
災
連
絡
会
の

結
成
と
地
域
特
性
を
生
か
し
た
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
、

平
時
か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

共
助
で
力
発
揮
」

久我 彰登
熊本商工会議所 会頭

久
我　

震
災
後
、
経
済
活
動
の
復
興

に
向
け
て
、
地
震
に
特
化
し
た
小
規

模
事
業
者
向
け
補
助
金
や
施
設
、

設
備
の
復
旧
を
目
的
と
し
た
グ
ル
ー

プ
補
助
金
を
遅
滞
な
く
申
請
し
喜
ば

れ
ま
し
た
。
そ
の
力
と
な
っ
た
の
が

商
工
会
議
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、

不
測
の
災
害
を
乗
り
越
え
る
に
は

「
共
助
が
と
て
も
重
要
」
と
い
う
こ
と

を
改
め
て
か
み
し
め
ま
し
た
。

片
岡　

熊
本
地
震
本
震
の
速
報
を
見

て
、
茨
城
か
ら
熊
本

の
実
家
へ
車
を

飛
ば
し
ま
し
た
。
育

児
中
の
妹
か
ら
リ
ク

エ
ス
ト
さ
れ
た
紙
お

む
つ
や
離
乳
食
、
ほ

か
に
は
東
日
本
大
震

災
の
折
、
被
災
者
か

ら
「
あ
る
と
う
れ
し

い
」
と
聞
い
た
ヘ
ア

ゴ
ム
や
ペ
ン
、
メ
モ

紙
な
ど
の
日
用
品
を

た
く
さ
ん
持
ち
込
ん

だ
と
こ
ろ
、
近
所
や

親
戚
か
ら
も
感
謝
さ

れ
ま
し
た
。

毛
利　

被
害
を
軽
減

す
る
カ
ギ
は
、
地
域

が
連
携
し
て
命
を
守

る
行
動
が
取
れ
る
か

ど
う
か
だ
と
言
わ
れ

ま
す
。
地
域
防
災
力

向
上
に
深
く
関
わ
る

専
門
家
の
皆
さ
ん
か
ら
、
そ
の
取
り

組
み
や
提
言
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

松
尾　

水
害
に
脆
弱
な
熊
本
県
球
磨

村
で
、平
成
27 
年
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
策
定
や
村
民
防
災
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
災
害
対
策
を

考
え
、
行
政
と
の
協
働
で
強
化
を
図

る
点
が
特
徴
で
す
。
防
災
意
識
が
自

ず
と
高
ま
り
、
令
和 
2
年
7
月
豪
雨

で
も
、
素
早
い
避
難
で
人
的
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

「
Ａ
Ｉ
活
用
し

災
害
リ
ス
ク
情
報
を
発
信
」

三谷 泰浩
九州大学大学院 工学研究院

附属アジア防災研究センター 教授

三
谷　

避
難
指
示
発
令
な
ど
の
判
断

材
料
と
な
る
災
害
リ
ス
ク
情
報
を
、

Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
て
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し

て
い
ま
す
。
災
害
リ
ス
ク
情
報
は

「
2
5
0
㍍
単
位
」「 
10 
分
更
新
間
隔
」

「
12 
時
間
先
ま
で
予
測
」
と
い
う
精
細

さ
で
、
よ
り
迅
速
、
よ
り
正
確
な
判

断
を
下
す
た
め
の
強
力
な
ツ
ー
ル
と

な
る
で
し
ょ
う
。

浅
野　

近
年
、
災
害
対
策
で
重
要
と

な
っ
て
い
る
の
は
人
と
暮
ら
し
の
多
様

性
の
視
点
で
す
。
少
子
高
齢
化
や
共
働

き
家
庭
の
増
加
に
よ
り
、
地
域
活
動
の

担
い
手
不
足
が
顕
在
化
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
女
性
も
地
域
リ
ー
ダ
ー
や
災
害

対
策
本
部
に
加
わ
り
、
被
災
者
支
援
に

暮
ら
し
の
視
点
な
ど
を
反
映
さ
せ
る
こ

と
で
、
対
策
の
効
率
性
や
質
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

毛
利　
「
住
民
主
体
の
防
災
に
よ
る
安

全
・
安
心
の
向
上
」「
最
新
の
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
災
害
リ
ス
ク
情

報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」「
多
様
な
人
材

の
参
画
に
よ
る
マ
ン
パ
ワ
ー
確
保
」

と
い
う
、
防
災
を
前
進
さ
せ
る
キ
ー

ワ
ー
ド
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
続
い

て
、
今
後
の
取
り
組
み
や
抱
負
を
、

そ
れ
ぞ
れ
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

「
自
分
自
身
の
強
靱
化
も

大
切
に
」

片岡 安祐美
社会人野球クラブチーム監督・

タレント

片
岡　

今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通

し
て
、「
自
分
自
身
の
強
靱
化
も
大
切

だ
」
と
強
く
思
い
ま
し
た
。「
災
害
は

避
け
ら
れ
な
い
」
を
前
提
に
過
ご
せ

ば
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
「
こ
う
対

処
す
る
」「
ご
近
所
に
こ
ん
な
手
助
け

が
で
き
る
」
の
心
構
え
も
で
き
ま
す
。

多
く
の
人
が
こ
の
意
識
を
持
つ
こ
と

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
防
災
力
も
自

然
と
高
ま
る
で
し
ょ
う
。

久
我　

私
ど
も
鶴
屋
百
貨
店
は
、
市

民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
社
会
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
と
胸
に
刻
ん
で
き
ま
し
た
。

震
災
２
週
間
後
の 
4
月
29 
日
、
6
月

か
ら
の
復
旧
再
開
を
発
表
し
、
間
に

合
わ
せ
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

つ
な
ぐ
場
と
し
て
の
機
能
も
再
認
識

し
、
非
常
時
に
皆
さ
ん
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
、
2
年
か
け
て
耐
震
補
強

の
強
化
も
行
い
ま
し
た
。

「
教
訓
を
伝
承
し

真
に
災
害
に
強
い
ま
ち
へ
」

大西 一史
熊本市長

大
西　

災
害
時
、
市
民
の
生
命
や
財

産
、
個
人
の
尊
厳
な
ど
を
守
る
た
め

に
、
昨
年
10 
月
、
市
防
災
基
本
条
例

を
施
行
し
ま
し
た
。 
7
年
前
の
熊
本

地
震
の
記
憶
や
教
訓
を
忘
れ
が
ち
と

い
う
人
が
増
え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域

活
動
の
参
加
率
も
低
迷
す
る
こ
と
へ

の
危
機
感
か
ら
で
す
。
条
例
を
契
機

に
、
真
に
災
害
に
強
い
ま
ち
の
実
現

を
め
ざ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
尾　

災
害
に
立
ち
向
か
う
に
は
、

日
頃
の
備
え
が
肝
心
で
す
。
住
民
、

消
防
団
、
町
内
会
な
ど
地
域
の
構
成

員
を
主
体
に
、
防
災
会
議
に
は
行
政

や
関
係
機
関
も
加
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
確
認
し
な
が
ら
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
や
ひ
と
づ
く
り
を
進

め
て
行
く
の
で
す
。
私
は
、
こ
の
取

り
組
み
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
」
と
総
称
し
、
そ
の
普
及

に
力
を
注
ぐ
決
意
で
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
確
立
を
」

松尾 一郎
東京大学大学院情報学環

総合防災情報研究センター 客員教授

三
谷　

災
害
リ
ス
ク
に
応
じ
て
私
た

ち
の
行
動
は
変
わ
り
ま
す
。
必
要
な

備
え
も
変
わ
り
ま
す
。「
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
」
と
同
時
に
、
地
域
が

団
結
し
、
行
政
と
市
民
、
専
門
家
な

ど
も
参
加
し
て
ま
ち
の
リ
ス
ク
を
知

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
こ
う
し
て

地
区
防
災
マ
ッ
プ
や
地
区
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
を
作
成
し
毎
年
見
直
す
こ
と
で
、

地
域
の
防
災
力
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

「
多
様
性
を
認
め
、

差
別
解
消
を
」

減災と男女共同参画研修推進センター 

早稲田大学 地域社会と危機管理研究所 
招聘研究員

浅野 幸子
共同代表

浅
野　

防
災
を
考
え
る
上
で
、
普
段

か
ら
社
会
の
格
差
や
不
平
な
ど
、

差
別
を
な
く
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
被
災
者
に
は
弱
者
や
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
人
、
外
国
人
も
い

ま
す
。
根
強
い
差
別
は
彼
ら
を
萎
縮

さ
せ
、
支
援
も
届
き
に
く
く
な
り
ま

す
。
多
様
性
を
認
め
合
い
、
力
を
引

き
出
す
社
会
づ
く
り
を
促
進
し
た
い

で
す
。

毛
利　

国
土
強
靱
化
の
言
葉
か
ら

は
、
ど
う
し
て
も
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

パ
ネ
ラ
ー
の
お
話
の
よ
う
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
の
地
道
な
取

り
組
み
や
継
続
的
な
支
援
が
い
か
に

重
要
で
あ
る
か
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
誰
し
も
災
害
と
無
縁
で
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
自
分
事
と
し
て
災
害

リ
ス
ク
に
ど
う
向
き
合
う
か
、
一
人

一
人
が
考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈モデレーター〉毛利 聖一
熊本日日新聞社 役員待遇編集局長
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